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令和４年 第３回 北海道議会定例会〔一般質問〕開催状況

開催年月日 令和４年９月２８日（水）

質 問 者 日本共産党 宮川 潤 議員

答 弁 者 知事、総務部長兼北方領土対策本部長

質 問 要 旨 答 弁 要 旨

二 日米共同訓練について

（一）訓練に対する要請について (知事）

次に、日米共同訓練に関し、まず、訓練に対す 次に、日米共同訓練に関し、国への要請などに

る要請についてであります。１０月１日から始ま ついてでありますが、本道周辺の安全保障環境が

る日米共同訓練レゾリュート・ドラゴン２２は、 急速に厳しさを増す中、日米共同訓練は、日米同

昨年よりも範囲を拡大し、初めて丘珠空港をオス 盟の抑止力や対処力を一層強化するために実施さ

プレイの拠点とし、本日飛来するとされています。 れる重要なものであり、また、オスプレイを使用

空港周辺は住宅密集地であり、病院、高齢者施 した訓練は、沖縄県の負担軽減を図るためのもの

設、学校、幼稚園、保育所も多く、事故や騒音、 であると認識をしておりますが、私としては、本

恐怖感は、深刻で甚大なものとなります。 道で実施されるいかなる訓練においても、道民の

知事は訓練の規模拡大と、丘珠空港での騒音と 皆様の安全・安心が確保されることが、何よりも

危険をどう認識していますか。 大切であると考えております。

これまで以上に強力な要請が求められています このため、道では、札幌市を含め、訓練等が行

が、どう対応をしていくのか、見解を伺います。 われる１１の市町に呼びかけ、国による十分な説

また、これまで要請した内容はどのように履行 明や、安全管理の徹底などを求める共同要請を取

されてきたのか、道として検証してきたのか。伺 りまとめ、去る１２日に北海道防衛局に要請をし

います。 たところであり、道防衛局からは、安全確保など

に万全の措置を講じ、国として責任を持ってしっか

りと対応していくとの回答があったところでありま

す。

これまでの訓練においても、国は要請を踏まえ、

訓練情報の提供や騒音測定などを行っており、道

としては、引き続き、関係市町と緊密に連携しな

がら、訓練情報の収集と共有を図り、住民の皆様

の生活に不安や支障を与えることがないよう、適

切に対応してまいります。

（二）在日米軍への要請について (総務部長兼北方領土対策本部長）

次に、在日米軍への要請についてです。今回の 次に、日米共同訓練に係る要請についてであり

訓練について、道は、北海道防衛局に要請を行っ ますが、オスプレイの訓練移転が組み込まれた日

ていますが、国以外には要請を一度も行ったこと 米共同訓練が、道内で行われる場合には、北海道

がありません。 防衛局が関係自治体への説明や情報提供等にあた

東京都知事が実施しているように、道民の切実 ることとされていることから、先般、道と関係市

な訴えを在日米軍に対して直接申し入れるべきで 町とで共同要請を行ったところであり、道防衛局

はありませんか。できない理由があれば、お示し からは、安全確保や規律の維持に万全の措置を講

ください。 じ、国として責任を持ってしっかりと対応してい
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くとの回答をいただいたところであります。

なお、東京都においては、米軍横田基地や厚木

基地の騒音防止対策の推進や、米軍関係者による

事件・事故等に対する原因究明や再発防止など、

基地に起因する問題の解決に向け、事案発生に応

じて、基地司令官に対し、要請を行っているもの

と承知しております。

（再質問） (知事）

日米共同訓練に関し、訓練に対する要請について 日米共同訓練についてでありますが、私として

であります。日米共同訓練のため、丘珠空港へ飛来 は、本道で実施されるいかなる訓練においても、

するＭＶ－２２に対し、住民からは不安の声があ 道民の皆様の安全・安心が確保されることが、何

がっています。丘珠空港の住宅密集地での騒音は よりも大切であると考えております。

もとより事故が起きた場合の被害は甚大であり、 このため、道と訓練等が行われる１１の市町で

訓練は中止すべきですが、知事はどのようにお考 は、北海道防衛局に対し、安全管理の徹底などを

えですか。 共同で要請し、その中で、札幌市からも丘珠駐屯

地周辺地域の生活状況への配慮などを申し入れた

ところであり、道防衛局からは、周辺住民の皆様

の生活への影響が最小限となるよう、安全確保な

どに国として責任を持ってしっかりと対応してい

くとの回答があったところであります。

道としては、引き続き、関係市町と緊密に連携

しながら、住民の皆様の生活に不安や支障を与え

ることがないよう、適切に対応してまいります。


